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現代宗教研究
第58号 初　校 　　月　　日

研
究
論
文

近
代
日
蓮
宗
に
お
け
る
女
性
及
び
団
体
の
諸
相

森
　
下
　
恵
　
王

一
、
は
じ
め
に

　

現
代
宗
教
研
究
所
に
お
い
て
は
、
令
和
五
年
三
月
に
、
日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
の
報
告
書
を
刊
行
し
た
。

　

報
告
書
の
中
で
、
近
現
代
の
女
性
教
師
関
連
の
動
向
を
年
表
と
し
て
整
理
し
て
掲
載
し
た一
。

年
　
月 

内
　
　
　
容

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
一
月
二
二
日

太
政
官
布
告
に
て
尼
僧
の
蓄
髪
・
肉
食
・
婚
姻
・
還
俗
の
自
由
を
達
す
る

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）
四
月

深
見
耀
宏
、
京
都
松
ヶ
崎
涌
泉
寺
尼
衆
修
道
院
（
後
の
尼
衆
宗
学
林
）
を
創
設
。

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
八
月
一
日

信
行
道
場
が
初
め
て
開
設
さ
れ
る
。

昭
和
一
四
年
（
一
九
三
九
）
一
一
月
中
旬

信
行
道
場
の
開
設
以
来
初
め
て
、
尼
僧
信
行
道
場
（
道
場
生
一
七
名
）
が
身
延
山
に
て
開
設
さ
れ
る
。

昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
一
月

宗
会
に
て
祖
山
学
院
を
身
延
山
専
門
学
校
と
改
め
、
教
師
養
成
機
関
と
し
て
日
蓮
宗
立
の
池
上
宗
学
林
・

光
山
学
院
・
尼
衆
学
林
を
設
立
。

昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
八
月
一
五
日

第
二
次
世
界
大
戦
終
結
。

昭
和
二
二
年
（
一
九
四
五
）
九
月
一
九
日

普
通
試
験
合
格
尼
僧
の
第
九
期
信
行
道
場
行
道
場
、
身
延
山
に
て
開
設
さ
れ
る
（
～
二
三
日
）

昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）

寺
族
救
済
を
目
的
と
し
た
補
教
制
度
が
創
設
さ
れ
る
。
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昭
和
二
五
年
（
一
九
五
〇
）
六
月

東
京
都
北
部
に
寺
庭
婦
人
会
が
組
織
さ
れ
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）

曹
洞
宗
尼
僧
団
結
推
進
に
刺
激
を
受
け
た
、
梶
山
智
孝
・
谷
山
善
妙
両
師
が
全
国
の
尼
僧
と
連
絡
を
取
り

尼
僧
法
団
結
成
の
準
備
に
取
り
か
か
る
と
共
に
、
身
延
山
よ
り
丈
六
堂
と
無
縁
墓
地
給
仕
を
委
託
さ
れ
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
一
五
日

東
京
全
管
区
の
寺
庭
婦
人
を
対
象
と
し
た
「
東
京
日
蓮
宗
寺
庭
婦
人
会
」
が
谷
中
一
乗
寺
に
お
い
て
結
成

さ
れ
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
五
月
二
七
日

補
教
講
習
会
、
身
延
山
に
て
開
設
さ
れ
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
八
月
二
一
日
～

補
教
講
習
会
（
有
髪
の
尼
僧
）
身
延
山
信
行
道
場
に
て
一
週
間
の
予
定
で
開
催
さ
れ
る
。
入
場
者
五
六
名

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
〇
月
六
・
七
日

全
国
布
教
師
会
長
会
議
に
て
身
延
山
法
主
の
経
験
談
中
「
真
宗
に
は
坊
守
会
と
い
う
の
が
出
来
て
居
る
そ

う
で
す
。
つ
ま
り
寺
庭
婦
人
会
で
あ
り
ま
し
て
、
よ
く
訓
練
が
出
来
て
居
り
ま
し
て
、
住
職
は
お
経
を
読

む
、
妻
は
掃
除
を
受
持
つ
と
い
う
風
に
し
て
法
城
の
護
持
に
つ
と
め
て
居
り
ま
す
。」
と
語
る
。

昭
和
二
六
年
（
一
九
五
一
）
一
〇
月
二
九
日

全
国
よ
り
各
宗
の
尼
僧
三
〇
〇
名
が
宗
旨
宗
派
を
越
え
て
参
加
し
、
世
界
永
世
平
和
記
念
万
国
殉
難
精
霊

追
悼
法
要
を
日
比
谷
公
会
堂
で
挙
行
。
全
日
本
仏
教
尼
僧
法
団
が
結
成
さ
れ
る
。

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）
七
月
二
九
日

日
蓮
宗
尼
僧
法
団
の
結
成
準
備
会
を
東
京
谷
中
瑞
輪
寺
に
て
開
く
。

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
年
）
九
月
二
五
日

東
京
日
蓮
宗
寺
庭
婦
人
会
代
表
と
し
て
、
副
会
長
長
谷
川
環
氏
が
、
婦
人
協
議
会
か
ら
の
推
薦
を
経
て
、

築
地
本
願
寺
で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
仏
教
徒
会
議
」
出
席
す
る
。（
～
三
〇
日
）

昭
和
二
七
年
（
一
九
五
二
）
一
〇
月
二
八
日

梶
山
智
孝
師
、
谷
川
善
妙
師
ら
有
志
尼
僧
が
中
心
と
な
っ
て
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
の
結
成
式
（
結
団
式
）
を

身
延
山
久
遠
寺
に
て
あ
げ
る
。

昭
和
二
八
年
（
一
九
五
三
）
九
月
二
八
日
～

「
補
教
講
習
の
感
想
」
受
講
生
　
佐
々
木
教
光
・
樺
山
妙
舜

昭
和
三
〇
年
（
一
九
五
五
）

僧
階
上
の
「
補
教
」
の
取
扱
い
が
廃
止
さ
れ
た
（
補
教
信
行
道
場
は
継
続
）。

昭
和
三
一
年
（
一
九
五
六
）
一
〇
月
一
一
日

日
蓮
宗
尼
僧
法
団
全
国
組
織
結
成
奉
告
式
が
増
田
日
遠
管
長
導
師
の
下
、
身
延
山
本
師
堂
に
て
執
り
行
わ

れ
る
。

昭
和
三
七
年
（
一
九
六
二
）
三
月
七
日

尼
僧
法
団
関
東
支
部
、
日
蓮
宗
尼
衆
学
林
復
興
托
鉢
を
東
京
新
宿
駅
に
て
行
う
。

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）

梶
山
順
弘
師
、
尼
僧
初
の
開
教
師
（
国
際
布
教
師
）
と
な
り
、
ヒ
ロ
教
会
に
赴
任
す
る
。

昭
和
四
四
年
（
一
九
六
九
）
一
二
月
七
日

大
内
妙
信
師
、
女
性
と
し
て
は
初
の
宗
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る
（
以
降
二
期
継
続
～
昭
和
五
二
年
一
二
月

六
日
）。
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昭
和
四
七
年
（
一
九
七
二
）
六
月
一
八
日

日
蓮
宗
尼
僧
法
団
、
尼
衆
寮
を
身
延
山
丈
六
堂
に
完
成
し
、
落
慶
入
仏
式
並
び
に
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
創
立

満
二
〇
周
年
祝
賀
会
を
開
く
。

昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
三
月
五
日

日
蓮
宗
と
中
山
妙
宗
の
合
同
復
帰
に
と
も
な
う
三
五
〇
名
の
教
師
認
証
式
が
中
山
法
華
経
寺
に
て
あ
げ
ら

れ
る

昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
五
月
二
八
日

日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
、
京
都
市
松
ケ
崎
涌
泉
寺
に
再
興
さ
れ
、
三
〇
年
ぶ
り
に
開
校
式
を
あ
げ
る
。

昭
和
五
一
年
（
一
九
七
六
）
三
月

第
三
五
宗
会
に
て
、
特
別
信
行
道
場
入
場
費
が
修
正
可
決
さ
れ
る
。
こ
れ
よ
り
、
尼
僧
信
行
道
場
は
特
別

信
行
道
場
と
改
称
さ
れ
る
。
以
降
、
補
教
信
行
道
場
と
隔
年
開
設
と
な
る
。

昭
和
五
三
年
（
一
九
七
八
）
五
月
二
七
日

特
別
信
行
道
場
が
開
設
さ
れ
る
。

昭
和
五
七
年
（
一
九
八
二
）
一
〇
月

日
蓮
宗
尼
僧
法
団
結
成
三
十
周
年
、
記
念
写
真
集
『
真
尼
道
』
発
刊
。

平
成
一
一
年
（
一
九
九
九
）
六
月
二
三
日

男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る
。

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）

補
教
信
行
道
場
が
平
成
一
三
年
度
開
催
を
最
後
と
し
て
廃
止
さ
れ
る
。

平
成
一
四
年
（
二
〇
〇
二
）
一
〇
月

現
代
宗
教
研
究
所
に
て
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
る

平
成
一
六
年
（
二
〇
〇
四
）
三
月
三
一
日

日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
（
現
代
宗
教
研
究
所
）
が
発
行
さ
れ
る
。

平
成
一
七
年
（
二
〇
〇
五
）
四
月
二
六
日

全
国
日
蓮
宗
女
性
教
師
の
会
、
宗
務
院
で
代
表
者
会
議
を
開
き
、
発
足
。

平
成
二
一
年
（
二
〇
〇
九
）
七
月
二
四
日

最
上
稲
荷
教
が
日
蓮
宗
に
復
帰
し
、
日
蓮
宗
所
属
辞
令
交
付
式
が
宗
務
院
で
行
わ
れ
る
。
総
本
山
妙
教
寺

と
七
つ
の
被
包
括
法
人
及
び
五
八
人
の
僧
侶
が
日
蓮
宗
の
所
属
と
な
る
。

平
成
二
三
年
（
二
〇
一
一
）

特
別
信
行
道
場
が
第
二
期
信
行
道
場
に
改
称
さ
れ
る
。

平
成
二
五
年
（
二
〇
一
三
）
一
二
月
七
日

松
野
蓮
香
師
が
大
内
妙
信
師
に
続
き
三
六
年
ぶ
り
に
女
性
と
し
て
は
二
人
目
の
宗
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る

（
以
降
二
期
継
続
～
令
和
三
年
一
二
月
六
日
）。

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
一
月
二
九
日

田
邉
木
蓮
師
が
参
与
推
薦
（
什
師
会
）
に
て
、
女
性
と
し
て
三
人
目
の
宗
会
議
員
に
選
出
さ
れ
る
。（
現

在
〈
二
期
目
〉
に
至
る
）

平
成
三
一
年
（
二
〇
一
九
）
五
月
二
八
日

日
蓮
宗
尼
衆
宗
学
林
開
校
一
〇
〇
周
年
記
念
法
要
が
執
り
行
わ
れ
る

令
和
二
年
（
二
〇
二
〇
）
三
月
一
日

身
延
山
大
学
女
子
寮
「
な
ん
て
ん
寮
」
が
創
設
さ
れ
る
。
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し
か
し
、
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
高
齢
化
や
、
先
行
研
究
な
ど
の
資
料
が
僅
少
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
情
報
の

追
跡
が
困
難
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
こ
う
し
た
事
情
を
改
め
て
書
き
留
め
な
け
れ
ば
、
先
師
先
達
の
事
績
が
正
確
に
把
握
さ
れ
ず
、
ま
た
後
に
調
査
を
行
う
際
に
も

手
掛
か
り
そ
の
も
の
が
散
逸
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

　

そ
う
し
た
課
題
か
ら
、
よ
り
実
情
に
深
く
迫
る
た
め
、

　

○
令
和
五
年
二
月
二
十
日　

身
延
山
久
遠
寺
な
ん
て
ん
寮
・
丈
六
堂

　

○
令
和
五
年
五
月
十
七
日　

尼
僧
法
団
（
常
説
寺
・
身
延
山
尼
別
院
）

　

○
令
和
五
年
七
月
十
・
十
一
日　

尼
衆
宗
学
林
・
村
雲
瑞
龍
寺

の
調
査
を
実
施
し
た
。

　

本
発
表
は
、
当
該
調
査
の
報
告
と
し
て
、
先
に
年
表
に
記
載
し
た
中
か
ら
、
特
に
戦
後
を
中
心
と
し
た
尼
僧
法
団
な
ど
の
事
績
や
現
状

を
概
観
し
、
書
き
留
め
る
た
め
の
足
掛
か
り
と
し
た
い
。

二
、
瑞
龍
院
日
秀
と
村
雲
瑞
龍
寺

　

ま
ず
、
日
蓮
聖
人
滅
後
、
門
下
に
お
け
る
女
性
出
家
者
と
し
て
最
初
に
そ
の
名
前
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
、
瑞
龍
院
日
秀
上
人二

（
一
五
九
六
─
一
六
二
五
）
で
あ
る三
。

　

瑞
龍
院
日
秀
上
人
（
羽
柴
智
の
方
、
豊
臣
秀
吉
姉
、
秀
次
母
）
は
、
文
禄
五
年
（
一
五
九
六
）
正
月
、
本
国
寺
十
六
代
日
禛
上
人
に
つ

い
て
得
度
。
そ
し
て
同
年
十
月
一
五
日
、
自
刃
し
た
秀
次
の
菩
提
を
弔
う
た
め
、
後
陽
成
天
皇
か
ら
京
都
嵯
峨
の
村
雲
の
寺
地
と
「
瑞
龍

寺
」
の
寺
号
・
寺
領
千
石
・
菊
花
御
紋
・
紫
衣
を
賜
り
、
寺
を
創
建
。
寺
格
は
黒
御
所
（『
新
編　

日
蓮
宗
年
表
』
並
び
に
『
寺
院
大
鑑
』）。

　

瑞
龍
寺
は
、
宗
門
唯
一
の
尼
門
跡
寺
院
で
あ
り
、「
村
雲
御
所
」
と
い
う
別
称
が
用
い
ら
れ
て
い
る四
。
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「
村
雲
御
所
」「
尼
門
跡
」
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
明
治
四
年
六
月
十
七
日
太
政
官
布
告
「
今
般
御
改
正
に
付
仁
和
寺
大
覚
寺
等
を
始
め

御
所
号
、
門
跡
号
、
院
家
、
院
室
等
の
名
称
悉
皆
被
廃
止
」
を
以
て
、
内
々
の
使
用
と
な
る
が
、
明
治
二
十
一
年
以
降
は
「
御
由
緒
寺

院
」
と
し
て
、
門
跡
と
同
様
の
待
遇
を
受
け
る
。

　

瑞
龍
寺
は
現
在
、
宗
制
上
は
「
由
緒
寺
院
」
に
含
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
「
御
由
緒
寺
院
」
と
は
本
来
位
置
付
け
が
異
な
る
も
の
で

あ
り
、
現
在
も
寺
門
永
続
の
た
め
、
天
皇
陛
下
よ
り
御
下
賜
金
を
受
け
て
い
る
。

　

瑞
龍
寺
の
歴
代
は
以
下
の
通
り
で
あ
る五
。

�

開
山　

瑞
龍
院
日
秀
上
人
（
一
五
九
六
～
一
六
二
五
）
…
本
国
寺
十
六
世
究
竟
院
日
禛
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
秀
次
生
母
。

二
世　

瑞
圓
院
日
怡
上
人
（
一
六
四
一
～
一
六
六
四
）
…
本
国
寺
十
七
世
鷲
峯
院
日
桓
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
父
は
九
条
太
閤
幸
家
。

三
世　

�

瑞
照
院
日
通
上
人
（
一
六
六
四
～
一
六
七
二
）
…
本
国
寺
十
八
世
乗
體
院
日
運
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
二
条
摂
政
康
道
。

九
条
兼
晴
の
猶
子
と
な
る
。

四
世　

�

瑞
法
院
日
壽
上
人
（
一
六
七
二
～
一
六
九
一
）
…
善
正
寺
九
世
養
法
院
日
成
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
鷹
司
教
平
。
九
条
兼

晴
の
猶
子
と
な
る
。

五
世　

�

瑞
現
院
日
顕
上
人
…
瑞
法
院
御
附
弟
の
約
束
後
、
未
得
度
に
て
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
薨
去
、
瑞
法
院
日
壽
上
人
の
命
に
よ
り

加
歴
。
実
父
は
鷹
司
房
輔
。

六
世　

�

瑞
應
院
日
慈
上
人
（
一
七
一
三
～
一
七
一
六
）
…
本
圀
寺
二
十
三
世
忍
稱
院
日
宣
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
鷹
司
兼
煕
。
九

条
摂
政
輔
実
の
猶
子
と
な
る
。

七
世　

�

瑞
妙
院
日
護
上
人
（
一
七
二
四
～
一
七
四
六
）
…
本
圀
寺
二
十
六
世
了
義
院
日
達
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
二
条
関
白
綱
平
。

九
条
輔
実
の
猶
子
と
な
る
。
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八
世　

�

常
孝
院
日
照
上
人
（
一
七
六
二
～
一
七
七
八
）
…
本
圀
寺
三
十
世
體
智
院
日
誠
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
有
栖
川
音
仁
親
王
。

九
条
尚
実
の
猶
子
と
な
る
。

九
世　

�
瑞
正
文
院
日
尊
上
人
（
一
八
一
六
～
一
八
六
八
）
…
本
圀
寺
三
十
五
世
龍
興
院
日
陵
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
伏
見
貞
敬
親

王
。
九
条
輔
嗣
の
猶
子
と
な
る
。
天
明
の
大
火
に
よ
る
焼
失
後
在
位
し
復
興
に
功
績
あ
り
中
興
と
称
え
ら
れ
て
い
る
。

十
世　

�

瑞
法
光
院
日
榮
上
人
（
一
八
六
二
～
一
九
二
〇
）
…
九
世
瑞
正
文
院
日
尊
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
伏
見
邦
家
親
王
。
九
条

尚
忠
の
猶
子
と
な
る
。

十
一
世　

�

瑞
珠
院
日
浄
上
人
（
一
九
二
〇
～
一
九
六
二
）
…
十
世
瑞
法
光
院
日
榮
上
人
に
つ
い
て
得
度
。
実
父
は
仙
石
政
敬
。
九
条
道
実

の
養
子
と
な
る
。

十
二
世　

瑞
興
院
日
英
上
人
（
一
九
六
八
～
一
九
八
八
）
…
伯
爵　

小
笠
原
長
幹
の
五
女
。

十
三
世　

瑞
華
院
日
凰
上
人
（
一
九
八
八
～
二
〇
〇
二
）
…
伯
爵　

小
笠
原
長
幹
の
養
女
。

十
四
世　

瑞
妙
院
日
澄
上
人
（
二
〇
〇
三
～
二
〇
一
一
）
…
啓
運
山
最
妙
寺
（
大
阪
府
枚
方
市
）
六
世
。

十
五
世　

瑞
仙
院
日
英
上
人
（
二
〇
一
一
～
二
〇
一
九
）
…
啓
運
山
最
妙
寺
（
大
阪
府
枚
方
市
）
七
世
。

十
六
世　

瑞
心
院
日
郁
上
人
（
二
〇
二
二
～
現
董
）
…
光
莚
山
長
久
寺
（
京
都
府
南
丹
市
）
歴
世
。
藤
原
秀
郷
の
末
裔

�　

歴
代
を
み
る
と
、
そ
の
多
く
が
九
条
家
（
藤
原
北
家
の
嫡
流
）
に
入
籍
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
、
瑞
龍
寺
十
世
日
榮
上
人
を
総
裁
と
し
、
東
京
小
伝
馬
町
に
お
い
て
発
会
し
た
「
村
雲
婦
人

会
」
も
、
次
第
に
発
展
し
て
全
国
的
規
模
の
も
の
と
な
る
勢
い
で
あ
っ
た
。
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三
、
尼
衆
修
道
院
（
尼
衆
学
林
）
の
創
設
か
ら
休
校

　

大
正
八
年
（
一
九
二
九
）
四
月
八
日
、
瑞
龍
寺
十
世
日
榮
上
人
の
代
に
、
後
に
第
十
一
世
と
な
る
瑞
珠
院
日
浄
上
人
の
新
門
主
御
得
度

記
念
と
し
て
、
京
都
松
ケ
崎
涌
泉
寺
に
「
尼
衆
修
道
院
」
が
創
設
さ
れ
る六
。

　

尼
衆
修
道
院
で
は
、
尼
僧
の
養
成
を
行
っ
て
い
た
が
、
戦
前
は
文
部
省
認
可
の
学
校
法
人
で
あ
り
、
修
学
期
間
が
四
年
で
、
国
語
、
算

数
、
英
語
な
ど
の
一
般
教
養
も
あ
り
、
普
通
科
や
高
等
科
が
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
十
七
年
に
宗
立
の
尼
衆
学
林
と
な
り
、
年
間
数
名
～
十
名
ほ
ど
の
在
籍
が
あ
っ
た
。

　

途
中
で
尼
衆
学
林
と
名
称
を
変
更
し
た
り
、
場
所
を
村
雲
瑞
龍
寺
や
本
圀
寺
に
移
転
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
た
が
、
戦
争
の
影
響
に
よ

り
、
食
糧
難
な
ど
、
運
営
の
困
難
や
、
そ
れ
を
受
け
た
宗
門
の
方
針
に
よ
り
、
地
方
の
学
林
の
閉
林
が
進
ん
で
い
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
、
尼
衆
学
林
は
や
む
を
得
ず
、
昭
和
二
十
九
年
度
を
も
っ
て
閉
林
で
は
な
く
「
休
校
」
の
措
置
を
取
る
こ
と
と
な
る
。

四
、「
村
雲
問
題
」
と
移
転

　

し
か
し
、
戦
後
に
瑞
龍
寺
を
中
心
と
し
て
宗
門
を
揺
る
が
す
事
件
が
起
こ
る
。
昭
和
三
十
四
年
（
一
九
五
九
）
十
一
月
三
十
日
、
十
一

世
日
浄
上
人
に
よ
る
日
蓮
宗
宛
の
宗
門
離
脱
通
告
に
端
を
発
す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
村
雲
問
題七
」
で
あ
る
。

　

こ
の
問
題
は
、
宗
門
離
脱
通
告
の
裏
で
、
戦
後
、
財
政
的
に
困
窮
し
て
い
た
瑞
龍
寺
の
全
財
産
が
抵
当
物
件
と
な
り
、
そ
の
代
物
弁
済

期
限
が
切
迫
し
て
い
た
事
実
が
判
明
し
た
出
来
事
で
あ
る
。

　

宗
務
当
局
が
、
そ
の
解
決
を
は
か
る
た
め
、
急
遽
日
浄
上
人
を
罷
免
し
、
代
表
役
員
を
立
て
て
代
物
弁
済
期
限
の
二
日
前
に
防
止
し
た
。

　

紆
余
曲
折
あ
り
な
が
ら
も
、
宗
務
当
局
は
事
態
を
収
拾
す
る
た
め
、
日
浄
上
人
と
の
和
解
を
成
立
さ
せ
、
こ
れ
に
基
づ
き
西
武
鉄
道
と

瑞
龍
寺
の
移
転
再
建
を
根
幹
と
す
る
土
地
売
買
が
契
約
さ
れ
た
。
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こ
の
売
買
契
約
に
よ
り
、
債
務
整
理
な
ど
と
共
に
、
昭
和
三
十
七
年
（
一
九
六
二
）
十
二
月
、
瑞
龍
寺
を
現
在
の
近
江
八
幡
（
秀
次
の

居
城
で
あ
っ
た
八
幡
山
城
跡
地
）
に
移
転
を
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
日
浄
上
人
は
同
年
、
移
転
し
た
瑞
龍
寺
を
見
る
こ
と
な
く
遷
化
し
て

い
る
。五

、
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
の
成
立

　

そ
う
し
た
戦
後
の
厳
し
い
情
勢
の
中
、
少
し
時
を
遡
り
、
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
五
）、
戦
後
第
一
回
と
な
る
第
九
期
（
尼
僧
）
信

行
道
場
（
沖
原
竜
進
主
任
）
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。
入
場
者
六
十
名
で
、
戦
後
の
食
糧
難
等
の
事
情
に
よ
り
五
日
間
の
開
設
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
へ
、
書
記
で
あ
っ
た
梶
山
智
孝
上
人
が
、
尼
僧
の
地
位
向
上
と
、
村
雲
瑞
龍
寺
の
復
興
を
や
り
遂
げ
よ
う
と
の
願
い
の
激
を
飛
ば

し
、「
尼
僧
聯
盟
」
の
名
の
下
に
全
員
が
血
判
で
団
結
を
誓
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

梶
山
智
孝
上
人
（
一
九
〇
八
─
一
九
八
五
）
は
、
昭
和
十
四
年
、
馬
田
行
啓
上
人
に
つ
き
得
度
し
、
昭
和
十
七
年
、
立
正
大
学
宗
教
科

を
卒
業
す
る
。
東
京
小
伝
馬
町
に
あ
っ
た
村
雲
別
院
に
給
仕
し
つ
つ
通
学
し
て
い
た
。

　

昭
和
十
九
年
に
、
山
梨
県
常
説
寺
住
職
と
な
り
、
昭
和
二
十
二
年
、
戦
後
第
一
回
の
第
九
期
信
行
道
場
に
書
記
と
し
て
携
わ
る
。
昭
和

四
十
九
年
に
は
尼
僧
初
の
声
明
師
と
な
っ
て
い
る
。

　

梶
山
智
孝
上
人
が
初
代
幹
部
で
も
あ
っ
た
「
全
日
本
佛
教
尼
僧
法
団
」
と
も
交
流
を
深
め
、
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
十
月
に

「
尼
僧
法
団
」
と
し
て
結
団
式
、
昭
和
三
十
一
年
（
一
九
五
六
）
に
は
身
延
で
結
成
式
を
行
っ
て
い
る
。

　

尼
僧
法
団
の
理
念
は
、

団
結　

�「
異
体
同
心
な
れ
ば
万
事
を
成
じ
団
体
異
心
な
れ
ば
諸
事
叶
う
事
な
し
。」
の
聖
訓
を
体
し
個
か
ら
連
帯
へ
の
転
向
を
、
忍
耐
で
は

な
い
合
掌
行
に
よ
っ
て
成
就
す
る
。（
小
我
を
捨
て
大
我
に
つ
く
。）

向
上　

�

一
部
の
人
を
除
い
て
社
会
的
に
も
個
人
的
に
も
尼
僧
の
地
位
は
余
り
に
も
低
い
と
い
う
現
実
に
立
ち
向
か
っ
て
、
内
側
か
ら
の
体
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質
改
善
、
真
の
出
家
た
る
自
覚
の
喚
起
、
信
念
教
養
に
努
め
、
時
代
を
、
社
会
を
正
し
く
把
握
し
て
、

真
に
人
々
の
心
の
依
拠
に
な
り
得
る
事
。

布
教　

�

法
華
経
の
信
仰
は
給
仕
に
始
ま
っ
て
自
行
化
他
で
あ
る
。
正
し
く
法
を
知
る
と
は
、
自
己
の
み
な
ら

ず
、
即
ち
他
を
も
感
ぜ
し
め
、
奮
起
せ
し
め
、
行
動
せ
し
め
る
謂
で
あ
る
。
共
に
実
践
す
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
た
自
ら
の
信
仰
も
深
め
ら
れ
、
確
信
の
度
を
増
し
、
法
悦
を
味
わ
う
事
が
出
来
る
。

に
見
る
こ
と
が
で
き
る八
。

　

様
々
な
目
的
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
団
員
を
惹
き
つ
け
た
の
は
、
尼
僧
の
地
位
向
上
で
あ
り
、
当
時
、

「
雑
仕
尼
」
と
い
う
ほ
ど
扱
い
の
悪
か
っ
た
尼
僧
の
地
位
を
向
上
す
る
に
は
、
尼
僧
自
身
が
男
僧
に
負
け
な

い
存
在
に
な
ら
な
く
て
は
い
け
な
い
と
梶
山
智
孝
上
人
は
呼
び
か
け
て
お
り
、
法
団
内
で
の
研
修
な
ど
も
多

く
行
っ
て
い
た
。

　

団
員
の
条
件
は
、
信
行
道
場
修
了
の
剃
髪
尼
で
あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
最
盛
期
に
は
三
八
〇
名
ほ
ど

が
入
団
し
、
尼
衆
学
林
の
出
身
者
も
多
く
入
団
し
て
い
る
。

◦
尼
僧
法
団
の
事
業

　

尼
僧
法
団
の
行
っ
て
い
た
様
々
な
事
業
の
な
か
で
、
身
延
山
無
縁
墓
碑
の
整
備
・
回
向
が
特
筆
し
て
挙
げ

ら
れ
る
。
元
々
身
延
山
に
散
在
し
て
い
た
無
縁
墓
碑
が
、
当
時
、
清
水
房
の
周
辺
に
ま
と
め
置
か
れ
て
い
た
。

　

清
水
房
住
職
の
内
野
日
運
上
人
に
相
談
さ
れ
た
梶
山
智
孝
上
人
は
、
法
団
と
し
て
、
約
三
千
六
百
基
の
墓

碑
を
洗
い
清
め
、
錦
ノ
森
に
並
べ
て
回
向
す
る
事
業
（
三
泊
四
日
で
、
月
に
一
、
二
回
ほ
ど
）
を
行
っ
た
。

　

昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）、
錦
ノ
森
無
縁
仏
の
整
備
の
功
績
を
認
め
ら
れ
、
身
延
山
よ
り
、
錦
ノ
森

法団で読み上げられていたという「箴（しん）」
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丈
六
堂
の
管
理
を
任
さ
れ
、
尼
僧
法
団
の
本
部
が
丈
六
堂
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。

　

老
朽
化
し
た
家
や
庫
裡
を
取
り
壊
し
、
プ
レ
ハ
ブ
の
庫
裡
や

元
信
行
道
場
の
古
材
を
使
っ
て
尼
僧
法
団
本
部
の
本
堂
や
庫
裏
、

講
師
室
、
尼
衆
寮
を
建
て
る
な
ど
し
て
お
り
、
尼
僧
専
門
道
場

と
し
て
、（
一
）
正
し
い
唱
題
行
の
修
練
、（
二
）
法
要
講
習
と

布
教
講
習
、（
三
）
身
上
相
談
、（
四
）
尼
僧
養
成
（
身
延
山
高

校
並
び
に
大
学
、
通
学
の
寮
）、（
五
）
宗
門
の
信
行
道
場
終
了

後
の
法
器
の
資
質
向
上
機
関
と
し
て
行
学
研
修九
を
し
て
い
た
。

そ
の
尼
衆
寮
で
給
仕
を
し
つ
つ
、
身
延
山
高
校
な
ど
に
通
う
学

生
も
い
た
。

　

ま
た
、
尼
僧
法
団
は
、
社
会
活
動
や
慰
霊
活
動
も
行
っ
て
お

り
、
主
立
っ
た
も
の
で
も
、

�

昭
和
二
十
八
年　

托
鉢
を
行
い
浄
財
を
福
祉
施
設
に
贈
る

昭
和
三
十
九
年　

�

全
日
本
佛
教
尼
僧
法
団
主
催
の
沖
縄
慰
霊

団
に
参
加

昭
和
四
十
一
年　

ベ
ト
ナ
ム
難
民
孤
児
慰
問

昭
和
四
十
一
年　

�

山
梨
県
民
会
館
に
て
世
界
大
戦
彼
我
戦
没

錦ノ森の無縁墓碑
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者
慰
霊
法
要

昭
和
四
十
二
年　

足
和
田
村
の
慰
霊

昭
和
四
十
六
、
四
十
七
年　

元
寇
殉
難
者
追
悼
法
要

昭
和
四
十
八
年　

安
房
自
然
村
に
て
世
界
大
戦
彼
我
の
霊
追
悼
法
要

昭
和
四
十
九
年　

日
蓮
宗
主
催
で
元
寇
七
百
年
追
悼
会

昭
和
四
十
九
年　

沖
縄
慰
霊
行
脚

昭
和
五
十
三
年　

ハ
ワ
イ
慰
霊
行
脚

昭
和
六
十
一
年　

八
丈
島
で
流
刑
者
供
養

平
成　

元　

年　

日
航
機
富
士
山
麓
墜
落
及
び
中
東
湾
岸
戦
争
犠
牲
者
追
悼
法
要

�　

こ
の
よ
う
に
、
現
在
に
も
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
社
会
活
動
・
慰
霊
活
動
も
含
め
、
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

◦
団
員
た
ち
の
飛
躍

　

尼
僧
法
団
に
は
尼
衆
宗
学
林
出
身
者
な
ど
も
含
め
多
く
の
団
員
が
所
属
し
、
活
躍
の
場
を
広
げ
て
い
た
。

　

尼
僧
法
団
の
京
都
支
部
長
で
あ
っ
た
大
内
妙
信
上
人
（
尼
衆
宗
学
林
第
一
八
期
卒
業
、
京
都
府
浄
妙
庵
）
は
二
期
続
け
て
宗
会
議
員
と

し
て
当
選
し
、
尼
衆
宗
学
林
復
興
の
功
績
も
あ
り
、
二
期
目
は
最
高
得
票
で
当
選
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
梶
山
智
孝
上
人
の
弟
子
で
あ
る
梶
山
順
弘
上
人
は
尼
僧
の
開
教
師
第
一
号
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
に
赴
任
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
尼
僧
法
団
も
、
初
期
か
ら
の
団
員
で
あ
る
谷
川
善
妙
上
人
（
師
匠
は
増
田
日
遠
、
尼
衆
宗
学
林
第
二
四
期
卒
業
、
山
梨
県
身

延
山
尼
別
院
）
が
結
成
三
十
周
年
記
念
式
典
に
て
二
代
目
団
長
と
な
り
、
受
け
継
が
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
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六
、
村
雲
瑞
龍
寺
と
尼
衆
学
林
の
復
興
支
援

　

尼
僧
法
団
の
前
身
で
あ
る
「
尼
僧
聯
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
目
的
の
一
つ
が
、
瑞
龍
寺
の
復
興
で
あ
っ
た
。
学
生
時
代
、
村
雲
別
院
に
住

む
な
ど
瑞
龍
寺
と
縁
の
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
団
長
の
梶
山
智
孝
上
人
と
、
同
様
に
尼
衆
学
林
出
身
の
団
員
た
ち
が
、
そ
の
復
興
に
尽
力
し
、

実
現
し
た
こ
と
に
触
れ
た
い
。

◦
村
雲
瑞
龍
寺
の
復
興
支
援

　

昭
和
三
十
六
年
に
、
危
機
的
状
況
に
あ
っ
た
村
雲
瑞
龍
寺
を
宗
務
当
局
よ
り
梶
山
智
孝
上
人
に
対
し
尼
僧
法
団
を
率
い
て
内
部
の
運
営

に
当
た
る
よ
う
に
要
請
が
あ
っ
た
が
梶
山
智
孝
上
人
は
固
辞
し
た
と
さ
れ
る一〇
。

　

一
方
で
佛
像
を
奉
納
し
た
り
、
寺
外
に
あ
っ
た
村
雲
の
宝
物
を
団
員
の
拠
出
金
に
よ
っ
て
買
い
戻
し
納
め
た
り
、
法
団
に
よ
る
瑞
龍
寺

で
の
清
掃
奉
仕
な
ど
の
支
援
は
行
っ
て
い
た
。

　

昭
和
四
十
年
に
、
宗
務
当
局
よ
り
小
笠
原
長
幹
子
爵
の
娘
、
松
子
を
門
跡
と
し
て
迎
え
た
い
と
の
話
が
あ
り
、
法
団
は
信
行
道
場
入
場

を
条
件
と
す
る
よ
う
伝
え
た
。

　

そ
し
て
、
昭
和
四
十
三
年
、
信
行
道
場
を
終
え
た
小
笠
原
日
英
上
人
が
瑞
龍
寺
十
二
世
と
し
て
入
寺
す
る
。

◦
尼
衆
学
林
の
復
興
支
援

　

昭
和
三
十
七
年
、
尼
僧
法
団
は
尼
衆
学
林
復
興
托
鉢
を
行
っ
て
い
る
。

　

宗
会
議
員
・
尼
僧
法
団
京
都
支
部
長
で
あ
っ
た
尼
僧
法
団
の
大
内
妙
信
上
人
や
、
大
内
上
人
を
は
じ
め
と
す
る
京
都
尼
僧
の
会
「
清
和

会
」
と
連
携
し
、
昭
和
五
十
年
、
実
に
休
校
し
た
昭
和
二
十
九
年
か
ら
二
十
一
年
を
経
て
、「
尼
衆
宗
学
林
」
と
し
て
復
興
す
る
に
至
っ
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て
い
る
。
結
果
を
見
れ
ば
、
昭
和
二
十
九
年
に
「
閉
林
」
で
は
な
く
「
休
校
」
の
措
置
を
取
っ

た
こ
と
は
、
こ
の
復
興
へ
の
道
筋
を
途
絶
え
さ
せ
な
か
っ
た
措
置
と
い
え
よ
う
。

七
、
現
在
の
諸
相

　

令
和
五
年
度
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
各
団
体
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
も
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
、
端
的
に
触
れ
た
い
。

◦
尼
僧
法
団

　

現
在
、
尼
僧
法
団
に
つ
い
て
情
報
の
追
跡
を
行
う
の
は
、
関
係
者
の
高
齢
化
な
ど
の
事
情
に

よ
り
困
難
で
あ
る
の
は
、
冒
頭
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

　

令
和
五
年
五
月
十
七
日
の
調
査
に
お
い
て
は
、
現
在
も
団
員
で
あ
る
室
住
蓮
妙
上
人
に
聞
き

取
り
を
行
っ
た
。
室
住
蓮
妙
上
人
は
、
山
梨
県
安
立
寺
住
職
で
あ
る
が
、
室
住
一
妙
上
人
の
孫

嫁
で
、
弟
子
と
な
る
。

　

三
十
代
の
頃
、
師
僧
で
あ
る
室
住
一
妙
上
人
が
尼
僧
法
団
に
講
義
の
た
め
通
っ
て
い
た
縁
で
、

会
合
な
ど
に
出
席
す
る
な
ど
、
法
団
と
関
わ
り
を
持
ち
、
現
在
も
尼
僧
法
団
の
団
員
で
あ
る
が
、

現
在
で
は
、
他
に
活
動
で
き
て
い
る
団
員
も
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
語
る
。

　

尼
僧
法
団
自
体
も
、
三
代
目
団
長
の
法
華
真
學
上
人
（
福
井
県
妙
永
寺
）
が
遷
化
し
た
後
、

団
員
の
高
齢
化
に
よ
り
活
動
が
困
難
に
な
り
、
実
質
的
に
休
止
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
、
尼
僧
法
団
の
本
部
が
あ
っ
た
丈
六
堂
と
無
縁
墓
碑
は
変
わ
ら
ず
護
持
さ
れ
て
い
る

梶山が住職を務めた常説寺現在の錦ノ森の丈六堂
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が
、
管
理
を
し
て
い
た
尼
僧
法
団
は
、
尼
僧
法
団
結
成
五
十
周
年
の
節
目
の
法
要
に
て
、
丈
六
堂
を
身
延
山
に
返
還
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
梶
山
智
孝
上
人
が
住
職
を
務
め
た
山
梨
県
常
説
寺
や
、
二
代
目
団
長
で
あ
っ
た
谷
川
善
妙
上
人
が
住
職
を
務
め
て
い
た
身
延
山

尼
別
院
に
も
赴
き
、
当
時
の
様
子
と
と
も
に
、
現
在
も
変
わ
ら
ず
護
持
さ
れ
て
い
る
様
子
を
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

◦
村
雲
瑞
龍
寺

　

近
年
ま
で
境
内
建
物
が
荒
廃
し
て
い
た
が
、
現
董
の
詫
間

貫
首
や
執
事
が
中
心
と
な
り
整
備
を
進
め
、
美
し
い
境
内
建

物
が
備
え
ら
れ
、
門
前
の
八
幡
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
（
近
江
鉄

道
）
と
も
連
携
を
と
る
こ
と
で
、
参
拝
者
も
多
く
訪
れ
る
寺

院
と
な
っ
て
い
る
。

　

入
寺
式
で
は
、
女
性
教
師
の
会
が
式
衆
を
勤
め
る
な
ど
、

多
く
の
女
性
教
師
に
も
支
え
ら
れ
て
い
る
。

◦
尼
衆
宗
学
林

　

尼
衆
宗
学
林
は
、
現
在
は
松
ケ
崎
涌
泉
寺
に
て
養
成
を
行

っ
て
い
る
。

　

令
和
五
年
調
査
時
は
二
名
（
入
寮
生
一
名
、
聴
講
生
一

名
）
が
在
籍
し
て
お
り
、
護
国
寺
に
林
生
が
赴
い
た
り
、
他

の
講
師
が
宗
学
林
の
寮
に
赴
い
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。
卒

現在の村雲瑞龍寺
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業
者
は
乙
種
試
験
と
僧
道
林
が
免
除
さ
れ
る
。

　

大
正
十
二
年
（
尼
衆
修
道
院
）
か
ら
平
成
三
一
年
（
尼
衆

宗
学
林
）
ま
で
に
一
八
八
名
が
卒
業
し
、
一
〇
名
ほ
ど
が
聴

講
生
と
し
て
在
籍
し
た
。

◦
な
ん
て
ん
寮

　

現
在
、
尼
僧
法
団
の
管
理
し
て
い
た
尼
衆
寮
は
運
営
さ
れ

て
い
な
い
が
、
一
方
で
、
身
延
山
に
お
い
て
近
年
新
た
に
、

唯
一
の
女
子
寮
と
な
る
「
な
ん
て
ん
寮
」
が
創
設
さ
れ
た
。

　
「
な
ん
て
ん
寮
」
は
、
令
和
二
（
二
〇
二
〇
）
年
三
月
か

ら
創
設
さ
れ
、
身
延
山
大
学
に
入
学
し
な
が
ら
給
仕
す
る
在

院
生
や
、
半
年
間
の
僧
道
実
修
生(

教
師
・
沙
弥)

の
受
け
入

れ
・
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

　

現
状
、
ま
だ
あ
ま
り
周
知
さ
れ
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ

る
が
、
短
期
入
寮
な
ど
幅
広
く
需
要
に
対
応
し
た
い
と
の
こ

と
で
あ
る
。
尼
衆
宗
学
林
の
卒
業
生
も
在
籍
し
、
久
遠
寺
朝

勤
に
お
い
て
声
明
の
発
音
な
ど
も
任
さ
れ
た
り
、
外
国
人
の

僧
道
実
修
生
も
入
寮
し
て
お
り
、
取
り
組
み
が
徐
々
に
結
実

し
て
き
て
い
る
。

なんてん寮の法要
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八
、
お
わ
り
に

　

以
上
の
よ
う
に
、
村
雲
瑞
龍
寺
、
尼
僧
法
団
、
尼
衆
宗
学
林
な
ど
を
中
心
と
し
て
近
代
の
女
性
や
団
体
の
動
向
を
追
っ
た
。

　

当
時
の
尼
僧
た
ち
を
育
て
る
養
成
機
関
、
強
く
団
結
し
行
動
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
そ
し
て
尼
僧
た
ち
の
象
徴
と
な
る
寺
院
を
護
る
こ

と
で
、「
雑
仕
尼
程
度
の
扱
い
」
だ
っ
た
と
さ
れ
る
尼
僧
の
地
位
を
向
上
す
る
べ
く
活
動
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

そ
の
よ
う
に
多
く
の
業
績
を
残
し
な
が
ら
も
、
世
代
が
変
わ
る
と
と
も
に
、
資
料
も
少
な
く
、
当
事
者
も
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
情
報
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。
し
か
し
そ
の
業
績
自
体
が
失
わ
れ
た
訳
で
は
な
く
、
形
を
変
え
な
が
ら
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

　

し
か
し
、
調
査
を
通
し
て
、
単
純
な
事
実
を
追
う
こ
と
は
で
き
て
も
、
細
や
か
な
事
情
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
な
い
部
分
も
多
い
の
が

実
情
で
あ
る
。

　

今
回
、
調
査
途
上
の
部
分
に
つ
い
て
、
今
後
も
追
跡
調
査
を
行
い
た
い
と
こ
ろ
で
は
あ
る
し
、
他
方
で
、
情
報
追
跡
の
手
段
を
今
後
に

残
す
た
め
に
も
、
そ
し
て
我
々
が
先
師
た
ち
か
ら
何
を
受
け
継
い
で
い
る
の
か
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
わ
な
い
た
め
に
も
、
近

代
の
先
師
た
ち
に
限
ら
ず
、
現
代
に
お
い
て
も
、
写
真
、
事
績
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
を
残
し
て
い
く
必
要
性
を
強
く
感
じ
る
。

【
参
考
文
献
】

日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
編
集
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
寺
院
大
鑑
』
池
上
本
門
寺　

一
九
八
一
年

日
蓮
宗
事
典
刊
行
委
員
会
編
『
日
蓮
宗
事
典
』
日
蓮
宗
宗
務
院　

一
九
八
一
年

現
代
宗
教
研
究
所
編
『
日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
』
日
蓮
宗
宗
務
院　

二
〇
〇
四
年

現
代
宗
教
研
究
所
編
『
近
代
日
蓮
宗
年
表
』
日
蓮
宗
宗
務
院　

一
九
八
一
年
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日
蓮
主
義
代
理
部
『
日
蓮
主
義
』
第
一
三
巻
第
一
二
号　

日
蓮
宗
宗
務
院　

一
九
三
九
年

鈴
木
文
雄
編
『
さ
ん
げ
』
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
本
部　

一
九
六
六
年

谷
川
善
妙
編
『
真
尼
道
』
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
本
部　

一
九
八
二
年

尾
谷
卓
一
・
梶
山
寛
潮
編
『
日
蓮
宗
尼
僧
法
団
四
十
年
の
あ
ゆ
み-

梶
山
日
深
上
人
の
法
功
』
ニ
チ
レ
ン
出
版
、
一
九
九
四
年

馬
島
浄
圭
「『
近
代
教
団
史
に
み
ら
れ
る
尼
僧
た
ち
』
─
村
雲
尼
公
と
尼
僧
法
団
を
中
心
に
─
」『
現
代
宗
教
研
究　

第
四
〇
号
』
三
八
〇
─
三
八
五

頁　

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所　

二
〇
〇
六
年

井
之
口
有
一
他
「
尼
門
跡
の
言
語
環
境
に
つ
い
て
─
尼
門
跡
の
言
語
生
活
の
調
査
研
究
（
二
）─
」『
西
京
大
学
学
術
報
告
』
西
京
大
学　

一
九
五
八
年

小
野
文
珖
『
昭
和
法
華
人
列
伝
』
国
書
刊
行
会　

一
九
九
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一　

本
稿
で
は
あ
く
ま
で
年
月
と
内
容
の
掲
載
に
と
ど
め
た
い
。
出
典
な
ど
の
詳
細
は
『
日
蓮
宗
全
女
性
教
師
ア
ン
ケ
ー
ト
報
告
書
』
を
参
照
。

二　

本
稿
で
は
そ
の
時
代
を
問
わ
ず
出
家
者
及
び
教
師
の
敬
称
を
、
あ
え
て
「
上
人
」
で
統
一
す
る
。

三　

ほ
ぼ
同
時
期
に
教
団
史
に
登
場
す
る
女
性
出
家
者
と
し
て
、
養
寿
院
お
万
の
方
（
一
五
七
七
─
一
六
五
三
）
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、
出
家
し
て
養

寿
院
と
号
し
た
の
は
元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
で
あ
る
た
め
、
瑞
龍
院
日
秀
の
出
家
が
先
と
な
る
。

四　

尼
門
跡
は
、
皇
女
や
宮
家
の
王
女
、
公
家
の
息
女
が
住
職
を
務
め
た
寺
院
。
か
つ
て
は
比
丘
尼
御
所
と
呼
ば
れ
た
。

五　
『
寺
院
大
鑑
』
及
び
瑞
龍
寺
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://zuiryuji-m

urakum
o.com

/origin

）
よ
り
。
歴
代
に
記
し
て
い
る
年
数
は
、
晋
山
か

ら
退
位

六　

学
林
資
料
に
よ
る
と
、
実
働
は
大
正
十
二
年
か
ら
と
み
ら
れ
る
。

七　

詳
細
の
記
述
は
控
え
る
が
、『
日
蓮
宗
事
典
』「
瑞
龍
寺
移
転
」
や
、
当
時
の
宗
会
議
事
録
や
宗
務
所
長
会
議
議
事
録
に
詳
し
い
。

八　
『
真
尼
道
』
八
十
二
頁

九　
『
日
蓮
宗
事
典
』「
尼
僧
法
団
」

一
〇　
『
真
尼
道
』
八
十
七
頁




